
ルーブリックを評価基準に用いた小論文指導に関する研究
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要 旨

本研究では，小論文の客観的評価法としてルーブリックを作成し，それを活用した小論文指導の効果につい

て検討した．学生には 階段とエレベーターはどちらが有用か という課題が与えられ，どちらかの立場に立っ

て論を展開していくための，双方の利点欠点を列挙した 論拠プリント の作成が求められた．次に， 論拠

プリント で書いた項目をもとに，評価用ルーブリックの つの指導項目（段落分け，句読点・誤字・脱字，

語彙・表現，説得力，構成）にそって小論文を書くことを求めた．結果，指導項目の 段落 句読点 構成

説得力 は練習 回目から，語彙 については練習 回目からプレテストとの間に有意差を認めた（ ）．

また，指導項目の 項目全てにおいてプレテストに比較しポストテストの得点が有意に高かった（ ）．

以上より，今回用いた小論文指導方法は，学生の論文作成能力を短期間で改善させるうるものと考えられた．

キーワード ルーブリック，小論文，指導・評価
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【はじめに】

言語聴覚士養成課程の学生にとって論文を書くこ

とは，卒業研究，就職後の学会発表，論文発表を行

う上で欠くことができないスキルである．さらに，

論文構成の段階で行う様々な思考過程を通じて養わ

れる論理的な思考力は，その後の生涯学習の中で大

きな意味を持つようになる．したがって，より効果

的な論文指導方法を開発する意義は大きい．

稲田 ）は，養成課程の 年次に行われる小論文指

導では，論点・意見の明確化，論理性，課題文の理

解，論証の有無を重要な観点としてあげている．宇

佐美 ）は，高校生を対象に小論文評価のデータ解析

において評価観点を語句，表現の正確さ，語彙力，

課題内容の解釈，簡潔性，主張の明確さ，構成，一

貫性，説得力，独創性，要約，形式としている．つ

まり，これらの観点から小論文を客観的に評価しう

るツールを開発することが効果的な指導を実現する

うえで必要である．

見尾 ）は，小論文指導に定量的評価を与えるため，

ルーブリックを使用している．ルーブリックについ

ては，学習者の パフォーマンスの成功の度合いを

示す尺度と，それぞれの尺度に見られるパフォーマ

ンスの特徴を説明する記述語で構成される，評価基

準の記述形式 として定義される評価ツールと説明

されている ）．本研究では，小論文指導について評

価の観点を明確にし，観点ごとに評価が数値化でき

るようにしたルーブリックを用いた．そして，ルー

ブリックを活用した小論文指導の効果について検証

した．

【方 法】

．対象

県にある 専門学校生 学科 年次生 名（男

名，女 名）．年齢は 歳（平均 歳）

であった．

．手続き

）小論文評価用ルーブリック（図 ）

小論文評価に必要な指導項目は，稲田 ）の指導項

目を参考に， 段落分け 句読点・誤字・脱字 語

彙・表現 説得力 構成 の つを設定した．ま

た，各々の指導項目について評価の観点を設定し，

どの程度達成できているかを評価 （ 点）から評

価 （ 点）までの 段階で評価した．

）指導方法と指導効果の測定

学生は，まず 階段とエレベーターはどちらが有

用か のような，どちらかの立場に立って論を展開

していく課題を与えられ，双方の利点欠点を列挙し

た 論拠プリント の作成を求められた．次に， 論

拠プリント で書いた項目をもとに，評価用ルーブ

リックの つの指導項目にそって小論文を書くこと

を求められた．小論文の指定文字数は 字以内で

あった．

プレテストとして，指導の行われていない状態で

課題を与え小論文を書かせた．その後，小論文評価

用ルーブリックを用いて小論文の書き方を説明し

た．添削指導では，ルーブリックのどの部分ができ

ていないかが分かるように行った．添削を受けた小

論文は訂正して再提出させた． 回の小論文添削指

導終了後，ポストテストとして，プレテストと同様

な課題文を与え小論文を書かせた．

統計学的処理には， 符号付順位検定を

用い，危険率 ％を有意水準とした．

）倫理的配慮

学生には，授業時間内に， 小論文の二次利用に

関する説明書 を提示し，口答で説明した．説明で

は，参加に関しては個々人の自由意思であり，デー
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タ利用を好ましく思わない場合は同意する必要がな

い旨を伝えた．そして，同意が得られた学生のデー

タのみを利用した．

【結 果】

指導項目別に回ごとの中央値等を表 に示した．

指導項目の 項目全てにおいてプレテストよりポス

トテストのほうが有意に高かった（ ）．指導

項目の 段落 句読点 構成 説得力 は練習

回目よりプレテストとの間に有意差を認めた（

）． 語彙 については練習 回目からプレテス

トとの間に有意差を認めた（ ）．

ポストテストと比較すると，指導項目 句読点 語
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図 小論文評価のためのルーブリック

表 指導項目別の平均点

段落 句読点 語彙 構成 説得力

プレテスト （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

練習 回目 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

練習 回目 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

練習 回目 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

練習 回目 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

練習 回目 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

ポストテスト （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

中央値（四分位範囲）
プレテスト 練習 回目，練習 回目，練習 回目，練習 回
目，練習 回目，ポストテスト
ポストテスト 練習 回目，練習 回目，練習 回目，練習
回目，練習 回目，プレテスト



彙 は練習 回目までポストテストよりも成績は有

意に低かった（ ）．その他の 段落 構成

説得力 については練習 回目までポストテスト

よりも成績は有意に低かった（ ）．

【考 察】

ルーブリックを評価基準に用いた小論文指導の効

果について検討した．

指導項目の 項目全てにおいてプレテストよりポ

ストテストの得点が有意に改善した．また， 段落

句読点 構成 説得力 は，練習 回目から得

点が有意に改善した．以上のことから，今回用いた

小論文指導方法は，学生の論文作成能力を短期間で

改善させうるものと考えられた．行動は，行動した

結果，環境から与えられる後続刺激と行動する際，

周囲に存在する先行刺激によって影響を受ける ）．

行動した結果，良いことが生じた場合，行動は強化

される．逆に，嫌なことが生じたり，環境からの応

答がなかったりすると行動は減少する．通常，小論

文を添削した場合， 段落 句読点 語彙 構成

説得力 などを識別して修正することはないため，

学習者は不適切な点を系統的に把握することができ

ない．また， 句読点 の修正が数多くあったとし

ても，修正数をカウントすることはない．一方，ルー

ブリックを用いた場合，各項目が 段階で客観的に

評価されるため，上達が具体的に表れ，成績向上が

フィードバッされやすい．つまり，小論文の作成に

強化刺激を随伴させやすい状況を生み出せるため，

学習が定着しやすいものと考えられる．さらに，

項目に系統的に分けて評価することによって自分の

弱い部分を系統的に把握できるため，改善すべき点

が明らかになる．これは見通しを持たせる先行刺激

であり，学習行動をさらに生じやすくさせるものと

考えられた ）．

ポストテストと比較すると， 段落 構成 説

得力 については練習 回目の得点が，すでにポス

トテストと差がなかった．これらの項目については

より短期間の指導によって改善が図れる可能性が示

唆された．

指導項目 段落 構成 を除くと，練習 回目

においてポストテストとの間に有意差を認めなかっ

た．また， 回目の成績は，すべての項目でポスト

テストとの差を認めなかった．以上のことは， 回

目の指導前にはポストテストと同等の成績に到達し

ていたことを示しており， 回の指導でも今回と同

等の成果を上げられる可能性があるものと考えられ

た．

語彙 については練習 回目までプレテストの

成績と有意差を認めなかった．また，ポストテスト

と比較した場合， 語彙 は練習 回目まで成績は

有意に低かった． 語彙 は論文を書くスキルとい

うよりも，むしろ知識量に依存するため，今回の指

導においても効果が得られにくかったものと推測さ

れた．
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